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ORCID意識調査
• 全国の国公私⼤学から450校を次の条件(or)で

選ぶ。
1. 教員が100⼈以上
2. ⼤学ICT推進協議会に参加している⼤学
3. 国⽴・公⽴⼤学

• ⽬的
• ORCIDが国内でどれくらい認知されているか
• ORCIDを広報する

• ⽅法
• 質問紙を郵送、回答はWeb（Contact 7 on WP）
• 国⽴公⽴は研究担当理事宛て
• 私⽴は総務⼈事担当副学⻑宛て

• 回答率：28.4％（128校）



№ 質問
はい いいえ

国公⽴ 私⽴ 国公⽴ 私⽴
1 貴機関の構成員でORCIDを取得している教

員・研究者の数を把握していますか。 3 4 70 48

2.4% 3.2% 56.0% 38.4%

2 研究者のデータベースであるorcid.orgには，
無償API（データのダウンロードのみ）と
有償API（データの双⽅向交換）がありま
すが，このことをご存知ですか。

21 7 52 45

16.8% 5.6% 41.6% 36.0%

2-1 （はいの場合）貴機関の研究者DBと無償
APIでの連携を⾏なっていますか。 0 1 40 22

0.0% 1.6% 63.5% 34.9%

3 機関に所属する各研究者のORCIDは，
orcid.orgのデータベースと機関が有償API
で連携して初めて信⽤をあたえることがで
きますが，このことをご存知でしたか。

24 4 49 48

19.2% 3.2% 39.2% 38.4%



6%

94%

1 貴機関の構成員でORCIDを取得し
ている教員・研究者の数を把握して

いますか。

はい
いいえ



22%

78%

2 研究者のデータベースであるorcid.orgに
は，無償API（データのダウンロードのみ）
と有償API（データの双⽅向交換）がありま

すが，このことをご存知ですか。

はい
いいえ



2%

98%

2-1 （はいの場合）貴機関の研究者DB
と無償APIでの連携を⾏なっています

か。

はい
いいえ



22%

78%

3 機関に所属する各研究者のORCIDは，
orcid.orgのデータベースと機関が有償API
で連携して初めて信⽤をあたえることがで
きますが，このことをご存知でしたか。

はい
いいえ



№ 質問 回答の選択肢
回答数

（上：国公、下：私）

4
貴機関のORCIDへの機関
参加について，どのように
お考えですか。

a ぜひ参加したい 4 3.2%
1 0.8%

b 参加を期間内で検討中 2 1.6%
1 0.8%

c 担当者は必要性を感じてい
るが機関内での認識が薄い

18 14.4%
9 7.2%

d 参加の予定はない 49 39.2%
41 32.8%

5
⽇本国内でのコンソーシア
ム結成の準備がなされてお
り、参加について。

a コンソーシアムができれば、
ぜひ参加したい

0 0.0%
2 1.6%

b
コンソーシアムができれば、ぜ
ひ参加したいできた場合、参加
を期間内で検討したい

30 24.0%
20 16.0%

c 参加の予定はない 43 34.4%
30 24.0%

5-1
（a.またはb.の場合）コン
ソーシアムに参加する上で
期待する点はどちらですか。

a ORCID会費がディスカウン
トされる

13 24.1%
7 13.0%

b 他⼤学や研究機関と情報共
有ができる

15 27.8%
11 20.4%

c ⾃機関の研究者に信⽤を付
与できる

3 5.6%
5 9.3%



4%

2%

22%

72%

4 貴機関のORCIDへの機関参加につい
て，どのようにお考えですか。

a. ぜひ参加したい

b. 参加を機関内で検
討中

c. 担当者は必要性を
感じているが機関内
での認識が薄いd. 参加の予定はない



2%

39%

59%

5 ⽇本国内でのコンソーシアム結成の
準備がなされており、参加について。

a. コンソーシアム
ができれば，ぜひ
参加したい
b. コンソーシアム
ができた場合，参
加を機関内で検討
したい



37%

48%

15%

5-1（a.またはb.の場合）コンソーシアムに参
加する上で期待する点はどちらですか。

a. ORCID会費がディス
カウントされる
b. 他⼤学や研究機関と
情報共有ができる
c. ⾃機関の研究者に信
⽤を付与できる



⾃由記述
• ORCIDについて寡聞でした。情報をご提供く
ださい。
• ORCIDについて教員のニーズをまだ把握して

いません。
• 学内での認知も低いのでは。
• 国内の実態が知りたい。メリットが今⼀つ理解

できない。

ご回答いただいた機関のみなさま、ありがとう
ございました。



データ間の結合に必要なID
IRにおけるORCIDの役割

研究者

科研費

⼈件費

講義情報

論⽂情報

被引⽤数

Top10%
論⽂

研究者
番号 ORCID

教育成果
情報

教員番号
CRIS・RR
ログ情報

職員番号

ORCID

ORCID

教員番号
教員番号

• 論⽂情報、被引⽤数、
Top10％などは研究成果。

• 講義情報、教育成果は、
教育への貢献。

• ⼈件費や科研費などは財
務的な視点からの評価や
貢献。

などの紐付けが容易になり、
より精緻なデータ分析が可
能となりつつある。

Ø ORCIDとその他のIDの紐付けは⼤学しか⾏えない。
Ø ORCIDは公開⽤ID、個⼈情報保護の観点でも利⽤価値あり。



Q：教員採⽤の際に送る応募書類の情報に対して、
どうすればそれらの信頼を担保できるでしょうか？

・論⽂情報（出版社）
・学歴、職歴（⼤学等）
・獲得資⾦情報（財団等）
・査読歴（学会）
・委員歴（政府⾃治体等）

情報に信頼を
与えられる機関

雇⽤や出版、
研究費獲得など
研究者との関係性
⾝元確認済

信⽤を与える

永続的個⼈識別ID（PID)
の運営によって実現される





出展：ORCIDの概要と実践コミュニティの拡⼤（宮⼊・CoPURA 2018.2.23）

信⽤を付加

研究者が無償で取得・利⽤

機関が信頼を付加（有償）

のビジネスモデル

ORCIDは研究データの
サービスプロバイダではない
研究情報の流通において情報
の質保証を⽀えるインフラを
コミニュニティで運営する

仕組み



おわり


